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4. Antigius butleri (FENTON, 1881) 
=Antigius butleri onomichianus (MURAYAMA, 1954) syn. norv. 
Zephyrus butleri FENTON, var. onomichianus MATSUMURA, 新 日 本 千 躍 図解 3, p. 734, 1919. 


Antigius butleri onomichianus MURAYAMA, New Entomologist 3, No.4, p.35, 1954. 








上 記 亜 種 は 最初 松村 松 年 氏 が 岡山 県 尾道 産 の 19 に より 1919 年 「 変 種 」 と し て 記載 され た も の で ある . その 後 
江崎 悦 三 氏 は 「Zephyrus 説 ウ ] に これ に つき , 本 種 は 本 来 斑紋 特に 裏面 に 於 いて 変化 が 多く , この 変種 の 特徴 
と し て 挙げ られ た 形 が 大 きい 以外 の 下 紋 の 差 は 何れ も 本 種 に お ける 個体 変異 の 秋 囲 内 の も の で ある . 従っ て 将 
来 本 州 産 の も の が 北海 道 の も の より 大 型 で 且つ その 他 に 差違 が 妃 め られ , 品種 を 起す 必要 の 起 る まで , と これ は 
butleri の シノ ニム と 扱う の が 穏 当 で あろ うと 結論 され た . 

村山 修一 氏 は 本 州 産 の も の は 北海 道 の も の に 比 し 1) 大型 で ある , (2) 後半 表 面 の 白 紋 大 , (3) 裏面 地 色 の 購 
色 度 少し , (4 後 超 裏 面 肛 角 部 の 椿 色 紋 明 る し , 等 の 特徴 を 挙げ 本州 の も の を 別 品種 と し て ox の 9gzc2222S を 中 
種 名 に 昇格 され , onomichianus の タイ プ が 尾道 産 の 1 ? で ある の で , 鳥取 県 大 山 産 の 18 を と の 中 鶴 の アロ タイ プ 
Re 

大 山 等 中 国 地 方 の も の と 北海 道産 の も の と 比 す る と 確か に 村山 氏 の 言わ れる 差異 は 見 出さ れる . し か し 江崎 氏 
の 指摘 され て いる 様 に 本 種 は 個体 変異 の は げ し いも の で , 大 山 産 の も の で も 裏面 の 可 成 暗色 を 帯び ひ た も の , 後記 
表面 の 折 紋 の か な り 小 さい も の も ある . 面 し て 近畿 , 中 国 , 中 部 , 関東 , 東北 地方 の 多く の 標本 を 検 し て 見 る と 
次 小 に その 形 は 小さ く な り , 村山 氏 の 示さ れ た 他 の 特徴 も 次 小 弱 く な っ て 行く 傾向 を あら わし , 個体 に より 北 
海道 の も の と 差違 の 見 出せ な い の も あら われ て , これ は 明か に 村人 違 注 の 移行 する 状態 を 示す も の で ある . 哲 様 に 
村山 氏 の 本 州 産 の も の に 与え られ た 特徴 は 本 種 の 個 床 変異 の 範囲 内 の も の と 見 る べき で , 従っ て , subsp. 070- 
michianus は subsp. butleri の ジノ ニム と する . 















































5. Araragi enthea (JANSON, 1875) 
=Araragi enthea yucara MURAYAMA, 1953 Syn. nov. 
Araragi enthea yucara MURAYAMA, Trans. Lep. Soc. Jap. 4, pts. 2/3; p.11, 1953. 
村山 氏 は 本 州 の 原 亜 種 に 比 し , 小形 , 前 次 表面 三室 及び 中 室 端 符 近 に あら われ る 淡白 色 紋 は 往々 顕著 な 白 紋 
と な る , 裏面 , 原種 同様 変化 は 著しい が , 前 後 凌 共 黒 級 は 総じて 小型 , 前 殖 後 角 部 の 樽 色 紋 も 出現 率 低く , 後 庄 
亜 外縁 及 中 室外 側 を 走る 二 つ の 黒 紋 列 の 間 , 外縁 近く の 淡 灰 白 帯 は その あら われ 方 微弱 , 個体 に より 全く 消え を, 
前 凌 同 様 全 く 白 色 の 地 色 の まま に な っ て いる と と も あり , 余 程 3 全体 と し て 白化 し た 感 を 今 え る , 中 室 端 の 横 豚 上 











1) Zephyrus, Vol. V, pars 4, p. 206, 1934. 
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に ある 短い 棒 伏 の 内 側 の 黒点 は 消失 し 易い , 等 の 特徴 を 挙げ 北海 道産 の も の を 別 亜 種 と され た . 

北海 道産 の も の は 確か に , 指摘 され た 傾向 を 持っ て いる . し か し 本 種 は 極め て 個体 に よる 変化 が 多く , 信州 産 
の も の に 比 し , 大 きき さと それ に 伴う 斑紋 の 小さ く な る 点 を 除け ば 可 な り 近 い 特 徴 を 持つ 個体 も ある . 村山 氏 の 北 
海道 産 の 特徴 の 表示 は その 個体 変異 の 市 を よく あら わし て いら れる . 両 し て 本 州 の も の も 信州 産 の も の と 福島 産 
の も の と 比 す る と 小さ く な る 傾向 が 見 出さ れ , 更に 青森 県 浅虫 温泉 附近 の も の に な る と その 大 き さ は 勿 稚 , 他 の 
特徴 も 総体 に 近く な り , 個体 に より 区 別 し 難 いも の を 見 出し 得 て , 全く 移行 する 状態 を 明か に 示し て いる . 

以上 の 如く 中 間 地 帯 た 於 て その 差異 は 次 小 に 移行 し て 連続 する と と を 示す の で yzcgz の の 特徴 は 原 亜 種 の 個体 
変異 の 範囲 と 見 る べき で subsp. yzcg7@ も 又 subsp. enthea の ジノ ニム と 外 な ら な い . 














6. Favonius jezoensis jezoensis (MATSUMURA, 1915). 
— Favonius jezoensis magnificans.MURAYAMA, 1953 syn. nov. 

Favonius jezoensis magnificans MURAYAMA Trans. Lep. Soc. Jap. 4, pts. 2/3, p. 10, figs. 1-3, 
1953. 





村山 修一 氏 は 本 州 産 の エゾ ミド リ シ ジ ミ は 北海 道産 (7ezoensis s. str.) に 比 し , 一 般 に 大 型 で ある と と , 裏面 
地 色 暗色 度 痛 く , 灰色 味 乏 し き と と を 特徴 と し て , 本 州 産 の も の を 上 記 の 如く 別 亜 種 と され た . 本 州 産 の も の は 
村山 氏 の 指摘 され る 特徴 を も つも の が 確か に 認め られ る が 中 部 , 北 関東 の も の で も 可 成 り 小 型 な も の が 見 出せ る 
し , か か る 個体 は 裏面 の 地 色 も 北海 道 の も の 近い. 更に 東北 地方 の も の は 北海 道 の も の に 近く な り , 殊 に 青森 
県 産 の も の を 検 す る と , 私 の 所 蔵 す る 10 頭 の すべ て が その 開 張 32 一 34 粧 で あっ て 全く 原産 地 北 海道 の も の の も つ 
特徴 を 備え て いる 

村山 氏 の と の 和 亜 種 の タイ プ 標 本 13 頭 は すべ て 信州 以 南 の 各地 の も の で あり , 村山 氏 の 検討 され な か っ た 東北 地 
方 で は 上 述 の 如く , 明か に 両者 の 移行 する 状態 を 示し て いる . 

従っ て 村山 氏 の 本 州 産 に 附 さ れ た 特徴 は 原 亜 種 の 個体 変異 の 範囲 内 の も の と 見 る べき で SN9Sx magnificans 
は 当然 subsp. 7ezoensis の ジノ ニム と すべ きも の で ある . 
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7. Favonius cognatus cognatus (STAUDINGER, 1892). 
= Favonius cognatus jozanus MATSUMURA, 1915 syn. nov. 


Favonius ultramarinus 102anus MURAYAMA, Trans. Lep. Soc. Jap. 4, pts. 2/3, p.10, figs. 6,7, 
1953. 


村山 修一 民 は ジョ ウザ デン ミ ドリ シジミ も (6) の エゾ ミド リ シ ジ ミ 同 様 に , 北海 道産 の も の は 本 州 産 の も の より 
小型 で , 且つ 裏面 灰 白 味 が 強い の で , 別 亜 種 と し て 区 別 す べき で ある と され , 1953 年 当時 , 一 般 に ジョ ウザ ン ミ 
ドリ シジミ の 種 名 は か 2222727S が 用 いら れ て いた 為 , その 原 記載 あら し て , と の タイ プ が FIXEN に よる 朝 
鮮 産 の も の で あり , 原 記 載 は 簡単 で も る が , 大 き さ は 本 州 産 の も の と 大 差 な い の で , 本 州 産 の も の は と れ を 原 亜 
種 と し て , 北海 道 の も の を 原 亜 種 か ら 区 別して , 松村 松 年 博士 が 最初 命名 され た 7ozgzzS を その 亜 種 名 に 復活 き 
れ た . 

然るに 最近 江崎 憶 三 博士 は 2 日 本 産 ツ ジュ ウザ ン ミ ドリ シジミ の 種 名 に ultramarinus を 廃し , cognatus を 採用 
され , ハヤ シミ ドリ シジミ の 種 名 に か amarinus を 付与 され た . 
折 様 に ツジ ョ ウザ ン ミ ドリ シジミ の 種 名 が Ztramarinus か ら 郊 れ cognatus と な っ た 以上 ultramarinus の 原 記 
載 を 根拠 と し て 記載 され た 亜 種 7oz2zs は 当然 此 の 際 , 検討 さる べき で ある . 
筆者 は STAUDINGER (1892) こよ り , Favonius orientalis MURRAY の 変種 と し て 記載 され た cognata の 原 
記載 を 見 て いな い が , 朝鮮 産 の ウ ョ ウッ ザン ミ ドリ シジミ の 標本 を 検 し た 結果 か ら は 本 州 産 の も の と の 間 に , 亜 種 















































2) 昆虫 , 21, Nos. 1/2, p.33, 1954 
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を 区 別 す べき 差違 を 見 出し 得 ず , 0 村山 氏 の 指摘 され た 差 
人 違 も 見 出せ る が , 東北 地方 の 標本 を 検 す る と 全く , ミド リ も ジミ に お ける と 同様 な 結果 を 現 わ し た . 

即ち , 0 ER cognatus の 個体 変異 の 範 閉 内 の も の と 見 る べき で , 本 邦 
産 の cognatus は すべ て 1 亜 種 に 包含 され る べき で , 耐 し て 先 づ , 大 陸 か ら 記載 され た 原 亜 種 と 同一 の も の と し 
て 取扱 うべ きも の と の 結論 を 得 た . 従っ て subsp. jozanus は subsp. cognatus の シノ ニム と する . 











Summary 


This paper deals with subspecies of Theclini in Japan enumerated below. 

4. Antigius butleri butleri (FENTON, 1881) | 

= Antigius butleri onomichianus MURAYAMA, 1954. Syn. nov. 

In 1934 T. EsSAKI stated that this form should be considered as a synonym of the original 
subspecies.. In 1954 it was given subspecific rank by MURAYAMA and was considered as the 
subspecies of butleri from Honshu. According to the examination of the series avairable for 
study, it has become evident that this form was quite congeneric with the original species in 
Hokkaido because its characters were often found within the scope of individual Yariation. 

5. Araragi enthea enthea (JANSON, 1875) 

= Araragi enthea yucara MURAYAMA, 1953. syn. TOY。 

MURYAMA described yucara from Hokkaido as a new subspecies of enthea. According to an 
examination of many specimens, the subspecific SAAC given by MURAYAMA should be 
considered as .individual variation. 

6. Favonius jezoensis jezoensis (MATSUMURA, 1915) 

= Favonius jezoensis magnificans MURAYAMA, 1953. syn. nov. 

Jezoensis from Honshu was distinguished from the original species of Hokkaido by MURAYAMA, 
though the specimens from northern Honshu were lack in his study. A comparison of many 
Specimens from Yarious regions of Japan has shown that jezoensis from Honshu could not be 
separated the original. 

7. Favonmus cognatus cognatus (STAUDINGER, 1892) 

= Favonius cognatus jozanus MATSUMURA, 1915. syn. nov. 

Based on the original description of FIXEN, MURAYAMA considered 70zan4S MATSUMURA was 
the subspecies of ulftramarinus from Hokkaido. In 1954 EsAkr has shown that the species 
called ultramarinus by Japanese authors was not the true ultramarinus, but cognatus STAUDINGER, 
based on an examination of the type in British Museum. Accordingly jozanus MATSUMURA, if 
it represents a good subspecies, is considered as a subspecies of cognatus. But a careful Study 
of the series from Japan and Korea has revealed that cognatus in Japan had no subspecifiic 
divergency. 


ツク シャ が ガ が の 食 草 contracta の 食 草 は Ehretia laevis と な っ て いる . 

[ そ と で 牧野 の 図鑑 を 調べ て みる と チ シ ャ ノ キ 万 
thyrsiflora 九州, 四国 等 の 山地 ") 及び マル バチ ジ シ 
ャ ノ キ 万 . Dicksonzi var. japonica ("暖地 7) の 2 種 
が 出 て いる の で , ツク シヤ ガ の 食 草 と な る 可能 性 が 大 
きい . こと れ ら 植物 の 日 本 国内 の 分 布 が 判っ て いる な ら 


イン ド か ら 報 告 さ きれ て いる の で 紹介 し て お く . 彼 は と ば , 湯 の 分 布 限界 も お よそ の 想像 が つっ く の で は ある 
の 属 の 4 種 を 飼育 し て いる が 食 草 は すべ て ムラ サキ 科 まい か . ( 杉 健郎 ) 


Boraginaceae の Coz の 2 及び Ehretia の 植物 で , 


Callyna contracta WARREN ツ グ 00 ( 蝶 
と 上 峨 , 6 : 6, 1955) に よっ て 始め て 九州 か ら 記 録 き 


れ た が , 本 種 の 食 草 は 比較 的 最近 に GARDNER a 
ns. Ent. Soc. Lond., 97 : 250-251, 1946) に よっ て 
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